
                      　民間企業における障害者雇用に関する次の記述ア～エのうちには妥当なもの
が二つある。それらはどれか。なお，民間企業の障害者雇用の動向については，「令和
４年 障害者雇用状況の集計結果」に基づくものとする。
ア．民間企業における法定雇用率は ２０２３ 年４月現在，２．３ ％である。
イ．民間企業の８割が法定雇用率を達成している。
ウ．民間企業に雇用されている障害者数は １００ 万人を超えている。
エ．民間企業で雇用されている障害者について障害種別にみると，身体障害者が最も多

い。

１．ア，イ
２．ア，ウ
３．ア，エ
４．イ，ウ
５．イ，エ

 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正答　３） 

上級　児童指導員



                          子どもの福祉のための養子縁組制度である特別養子縁組制度に関する次の記
述のうち妥当なのはどれか。
１．特別養子縁組は，養親となる者と養子となる者の同意により成立する。
２．特別養子縁組が成立するには，養子となる者が６歳未満でなければならない。
３．養親となる者は，養子となる者と ３０ 歳以上の年齢差がなければならない。
４．縁組の成立により，原則として養子と実父母との親族関係は終了する。
５．縁組の成立後は，いかなる理由があっても離縁することは認められない。

 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正答　４） 
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                      　次の記述ア～ウは，デュルケムが『自殺論』において論じた自殺の類型に関
するものである。記述と類型の組合せがいずれも妥当なのはどれか。
ア．社会的規制が過度に弱い状態で，人々の欲望が社会によって規制されなくなること

によって生じる自殺のことである。
イ．社会集団の統合度が過度に弱いときに，生きる意味や目的を失うことによって生じ
る自殺のことである。

ウ．社会集団の統合度が過度に強く，個人が集団の中に埋没している状況下で生じる自
殺のことである。

ア イ ウ
１．アノミー的自殺　　自己本位的自殺　　集団本位的自殺
２．アノミー的自殺　　集団本位的自殺　　宿命的自殺
３．自己本位的自殺　　アノミー的自殺　　集団本位的自殺
４．自己本位的自殺　　アノミー的自殺　　宿命的自殺
５．宿命的自殺　　　　自己本位的自殺　　アノミー的自殺

 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正答　１） 
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